
第16回別海町新型コロナウイルス感染症対策庁内連絡会議 会議要旨 

 

日  時：令和３年４月30日（金）午前10時30分～午前11時30分 

場  所：庁議室 

参 加 者：副町長、教育長、福祉部長、産業振興部長、建設水道部長、教育部長、議会事務局長 

会計管理者、農業委員会事務局長、監査委員事務局長、病院事務課長（代理出席）、総務部次長 

別海消防署長（オブザーバー） 

保健課長（事務局）、防災交通課長（事務局）、防災交通担当主査（事務局）  計16名 

     ※欠席：総務部長、病院事務長 

 

１ 開 会 

〇副町長あいさつ 

国の緊急事態宣言の発出やワクチン接種に係る様々な動きがあるので、情報共有を図っていきたい。 

本日はワクチン接種に関する項目を中心に協議をしていく。 

 

２ 議 事 

（１）新型コロナウイルスワクチンの接種について 

● 別海町新型コロナウイルスワクチン接種実施計画について 

［保健課長］ 

・資料（実施計画書）読み上げにより説明あり。 

※実施計画内容は、ワクチン供給量や情勢等により流動的に変更になる可能性あり。 

 接種対象：区分（医療従事者等、高齢者など）、対象人数、16歳以上の町民への接種を明記 

 実施機関：別海町、町立別海病院 

 実施期間：令和３年４月１日から令和４年２月28日まで 

 接種回数：一人２回（適切な間隔をあけて） 

 接種料金：無料 

 接種体制：主要地域（別海、西春別駅前、尾岱沼市街）特設会場での集団接種を基本（予定）とする。 

ただし、ワクチン供給量の状況等により、随時接種体制の見直しを行う。 

 開始時期：５月上旬以降 

 接種場所：町内特設会場及び町立別海病院（ワクチン供給量等により接種場所を選定する） 

      なお、やむを得ない事情があり、町が認める場合は、町外で接種を受けることができる。 

 日程人数：月・火・木・金（16時から17時） 60人 

      土・日（９時から12時、13時から16時） 360人 

      祝日の接種も含め、詳細は病院と調整し最終決定する。 

 人員体制：医師、看護師、保健師、消防署員、事務職員、会計年度任用職員 など 

 会場送迎：病院（接種場所）まで送迎バスの運行を実施する。 

      送迎バスは、高齢者を対象とした接種期間のみ運行し、詳細は別途計画する。 

 施設接種：65歳以上の入所者及び施設従事者の接種は、重症化やクラスター発生を防止するため、優先 

的に施設巡回接種を実施する。 

接種時期は、５月８日・９日を予定。 

 



・清翠園、すこやか、すずらん、まごころ、ぬくもり、みどり野、高齢者生活支援ハウスの７ 

施設を対象。接種対象者は現時点で343名を予定。 

 スケジュール：５月上旬から高齢者の接種を開始する 

        その後準備ができ次第、接種対象者の優先順位により予約受付を開始し順次接種を行う。 

        ・ワクチン供給時期や医療従事者へのワクチン接種が遅れたことで、当初スケジュール 

よりずれ込んできている。高齢者への１回目接種の開始は、５／17⇒６／５に変更。 

 接種流れ：①接種券の発送（予診票、接種に関する案内を同封） 

      ②予約受付（１回目、２回目の予約を同時に受付） 

      ③１回目、２回目のワクチン接種 

 予約受付：①４月下旬からコールセンターを開設し、接種の予約や問い合わせに対応。 

      ②電話予約（受付８時から20時、平日及び土日祝日、電話0570-000-226） 

      ③ＷＥＢ予約（24時間対応、パソコン、スマートフォンでネット予約） 

      ・ワクチンに関する問い合わせ対応窓口は、４／23開設済み 

      ・ワクチン接種の予約及び変更対応窓口は、５／10の週に開設予定。 

副反応対応等：ワクチン接種の際は、予診の際にアレルギーの既往等の確認を行った上で接種を行い、 

接種後約30分の経過観察時間を設け、体調の変化があった場合、迅速に救急措置を行う。 

接種により健康被害が生じた場合には、予防接種法に基づく、副反応健康被害救済制度 

により対応する。 

［副町長］ 

・提示した本計画は、説明のあったとおり、様々な要因により既に変更となっている箇所が出てきている。 

計画策定から既に動き出していることを理解願いたい。全体の流れとしては説明のあったとおり。 

［保健課長］ 

・町民の方からの相談については、町民保健センターに「ワクチン専用ダイヤル（0153-75-1800）」を設け 

て既に受け付けている。 

［副町長］ 

・高齢者施設用に供給されたワクチンは500人（1000回）分。高齢者施設の入所者すべてに接種をしても 

残ることとなる。優先順位的に次は高齢者となるが、施設接種と並行して病院で個別接種をするとなる 

と、医者や看護師の接種体制が整えることが難しい。これを踏まえ、特例措置を用いて、施設の従事者 

を一緒に実施することとなった。 

［保健課長］ 

・副反応が出た場合のことを考えると、施設従事者の接種については一遍に実施できないため、８日、９ 

日に接種できなかった施設従事者については、日程を決めた上で、病院での接種をするよう準備を進め 

ている。 

［病院事務課長］ 

・老人保健施設の従事者については、老健が病院の付属施設扱いであるので、医療従事者枠で接種を行っ 

ている状況。 

・医療従事者枠の中で現在、１回目のワクチン接種を終えている方は178人である。 

［副町長］ 

・急遽、医療従事者用のワクチンが供給されるといった話もあるが、そのあたりのことはどうか。 

［保健課長］ 

・500人（1000回）分と聞いている。 



［病院事務課長］ 

・供給予定日は、根室着が５／22、別海着が５／25で調整中である。 

［副町長］ 

・ワクチン接種を終えていない医療従事者としてカウントされる人への通知や準備等はどこで行うのか。 

［病院事務課長］ 

・医療従事者のうち、別海病院や老健以外の方の調整は、中標津保健所が行うこととなっている。 

［教育部長］ 

・ワクチン接種に係る人員体制について、会場への職員動員もあると思うが、それらの職員へ接種をする 

といった考えはあるか。 

［副町長］ 

・動員職員は何十人にもなる予定のため、全員にワクチン接種をすることは難しいと考えるが、いずれに 

しても、ワクチン接種に携わる職員への対応をどのようにするかは考えていかなければならない。他市 

町の状況も含め、内部で協議してほしい。 

 

● 周知チラシについて 

［保健課長］ 

・資料（チラシ）読み上げにより説明あり。 

・広報べつかい５月号に折り込み予定。 

［副町長］ 

・「基礎疾患のある方」を区分して個別通知や予約券等の発行はできるのか。 

［保健課長］ 

・区分をして発送することはできないのが現状である。そのような状況の中、ワクチン供給量に応じて接 

種券をどの程度発送していくかということにも関連してくることだが、基本的には自己申告により優先 

される。証明書等を示すようなこともしない。 

［副町長］ 

・例えば65歳以上の方の接種が終了し、新たなワクチンが500人分届いた場合、今の考え方でいけば、60 

歳から64歳の方が住民基本台帳で700人いるとすると、その方たちに新たに予約券を発送する考えであ 

る（16歳から64歳まで早く予約した方からという考えではない）と思うが、「年齢分け」という考え方 

だけでは、「55歳の基礎疾患のある方」より「64歳の基礎疾患のない方」が優先接種されるということ 

が出てくる。 

・「基礎疾患のある方」を優先接種するという考え方をするのであれば、どこかの段階で「基礎疾患の方を 

優先接種できる」状況を作らなければならない。ワクチンの供給量にもよると思うが、今の段階からか 

らしっかりと考えてほしい。 

 

● ワクチン接種に係る職員の派遣について 

［福祉部長］ 

・資料読み上げにより説明あり。 

・新型コロナウイルスワクチン接種に伴い、各部・各課等からの職員派遣の協力をお願いしたい。（後日通 

知予定） 

・現状、５／17の週には町からお願いをしている1500人（3000回）分のワクチンが届くのではないかと 

考えている。 



［副町長］ 

・ワクチンが届いた段階で速やかに65歳以上の方の接種を開始したかったが、本町には、民間の医療機関 

がなく、医療従事者と高齢者の接種を並行してできる体制をとることができないため、医療従事者用の 

ワクチンが５／25に届く中で、そちらを終わらせてから、高齢者への接種は６／５以降となった。理解 

願いたい。 

・接種に係る職員の派遣について、接種に関して、医者や看護師などが協力していただけるということに 

なった中で、全てを任せるということではなく、職員についても協力願いたい。 

［教育部長］ 

・休日の出役職員への対応は、休日勤務手当及び管理職特別勤務手当となっているが、本費用は国の予算 

で全額まかなえるということでよいか。 

［福祉部長］ 

・基本的にはそのとおりである。 

［教育部長］ 

・接種に係る人員について、職員以外の方、例えば会計年度任用職員などでの対応は検討した経過はある 

のか。 

［福祉部長］ 

・現在、接種準備の段階から３名ほど会計年度任用職員を任用しているところだが、毎日これだけの人数 

を確保することも検討したが難しい状況にある。今後も継続して任用可能な方を探していきたい。 

［副町長］ 

・人件費については、職員の超勤や会計年度任用職員の給与、病院への委託料も含め、旧年度予算で確保 

し繰越しているが、ワクチン供給や接種状況によって繰り越した予算を超える場合は、現年度予算で補 

正し町の負担となる。 

・職員の出役については、長期的な対応となるが、これまで病院や福祉部などで様々な協議を進めてきた 

うえで決定した事項であることから理解していただき協力してほしい。 

 

３ その他 

・特になし 

 

４ 閉 会 

 

以 上 


